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◇　自己紹介　◇
　「1 号 ・ 2 号を忙しくて読み飛ばした」 方もいらっしゃると思
うので、 再び自己紹介を。
（おんなじこと書いてもつまらないので、 少し趣向を変えて…）
　青森市内で生まれ、 近くに山も寺も神社もない新興住宅街で
育ち、 人生の半分くらいを県外で過ごしてきたワタクシ。
帰省するたびに、 なじんだ風景が変わるのを見てきました。
　田んぼがいつの間にか雑草ぼうぼうの原野になり、 数年経っ
たら林ができており…。
　「田んぼ ・ 畑でのどかでいいな」 と思っていたら、 そこかしこ
造成されて宅地に。 「新しい家がこんなに増えるほど、 人口増
えてる ?!」 と思いつつ、 人口減の事実を確認する悲しさ。
　「地元を元気にしたい＝主要産業は 1 次産業＝農業を元気に
したい」 という短絡的な思考で、 農業ビジネスの会社への転職
を試みるも惨敗。
　どういう方法を採ろうかと悩んでいたころ、 青森県への移住
相談で “地域おこし協力隊” という仕事を提示され、 飛びつい
たのでした。
　ご縁をいただき、 岩木に住み始めてはや 1 年が経ちました。

岩木総合支所　総務課で勤務中！

　バタバタと 1 号 ・ 2 号を 5 月初めに発行しましたが、 これからはそんなことがないよ
うに、 毎月少しずつ活動報告をしていきたいと思います。
　4 月からようやく “まん延防止措置” が解除され、 雪解けもあいまって、 いろいろな
活動が活発におこなわれ始めました。
　今回は、 令和 4 年 4 月の活動内容を報告させていただきます。

小型耕運機をお借りし、

初めて操作しました。

協力 ： 高屋町会　柴田洋一氏

　岩木地区に住み始めてから、 いろいろなモノ ・ コトに出会います。
　それはまさしく探検して、 発見していく感じです。
　岩木の方々には 「日常であたりまえ」 でも、 立場の違う方にとっては 「珍しい」 も
のになる。
　岩木に長年住んでいる方にとって、 「近くの町会でこんなことに取組んでいるとは
知らなかった」 なんてことも、 ポツリポツリとあるかもしれません。
　岩木の方々の活動も紹介しながら、 新聞を発行していきたいと思います。

題名について



4 月の活動　～１． 地区内の活動

(1) 町会の総会に参加しました！ (業務外 )

(2) 「花いっぱい運動」 講習会　参加

　私の住む高屋町会の通常総会に参加しまし
た。
　町会行事、 初参加！
　昨年の春の清掃は、 回覧板のタイミングが
合わず、 知らずしまい。
　愛宕の神社の例祭も、 基本的に情報つかむ
のが遅れ、 他の予定が入った後。
　そのほかはコロナで中止…。
　そんなこんなで、 初参加でした。
　参加して、 岩木庁舎で見慣れた顔が…ちら
ほら。 同じ町会の方だと、 1 年越しで初めて
わかりました。

　公民館 ( 岩木館 ) が毎年主催するこの講習
会。 太田隊員と一緒に参加しました。
　例年は土日開催だそうですが、 今年は選挙
の影響で平日開催になったそう。
　私の住む町会にも花壇があると聞いていた
のですが、 公民館とは別ルートで、 独自に活
動されているよう…。
　各町会の昨年の花壇をスライドで拝見したほ
か、 種蒔きのポイントなどの説明を受けまし
た。
　苗作りキット （タネ、 土、 育苗トレー） が各
町会に配布され、 みなさん町会に持帰って
らっしゃいました。

(3) “おべさま” と岩木探索

( ４) 葛原町会共有林　作業見学等

　市内の知人を介して知り合った “おべさま”。
　この方、 中世の歴史にめっぽう詳しい。
　弘前市のかたはとかく 「弘前藩」 がお好き。
でも、 岩木はそれ以前がアツい !!
　…ということで、 八幡・宮地・葛原・新法師・
百沢 ・ 嶽地区を一緒に回り、 館や武将の歴史
を教えていただきました。
 一緒に回っていた際、 “おべさま” にも新し
い発見があった
そうで、 喜ばし
い限り。
 教えていただ
いたことについ
ては 「事実関係
を把握して、 ど
う伝えるべきか
しっかり練りな
さい」 とご助言
い た だ い た の
で、 しばしお待
ちを。

　葛原町会では、 燃料革命があって社会が灯
油ストーブ主流になった状況下でも、 共有林
がいつか必要になるかもしれない…というこ
とで、 営林署 ( 現 ・ 森林管理局 ) に維持費
を支出していたそうです。
　現在の町会長の呼びかけで、 8 年ほど前か
ら、 町会内の有志をつのり、 共有林の管理
作業を復活。 今回は薪材の切り出しでした。
　森林管理局から許可の出た範囲 ・ 本数の木
を切り倒し、 分配する作業を見学 ・ 参加させ
ていただきました。
　みなさんからいろいろなお話を聞くことも
でき、 よい経験をさせていただきました。

八幡の荒神山に

ある市の指定文

化財ハリギリ



4 月の活動　～２． 地区外での活動

(1) 平川市 「きりんの里」 見学

(2) ひろさき未来創生塾 ( 業務外 )

　県の漆研修会で出会った方の、 障がい者の
就労施設（B型）を見学させていただきました。
　見学中は漆の作業はしておらず、 目下、 「大
鰐もやしの豆ポタージュ」 のため、 豆を茎か
ら取り外す作業を皆さん一生懸命されていま
した。 ( ←ものすごい集中力でした！ ) 鮮度
の問題があるので、 作業分をいただいたらそ
の日のうちに作業完了して納品するのを続け
ているそう。
　「きりんの里」 は漆の苗作りができる事業所
として、 特化を狙っています。 この日は、 漆
の苗作りのお話等を伺ってきました。

 弘前市が主催するこの塾ですが、 令和３年８
月～約 2 年近くをかけ、 「地域づくり ・ 人づ
くり」 事業をしていくものです。
　昨年は講義を受け、 各塾生が企画を練り、
ダメ出しされながらブラッシュアップして、 1
回ずつ企画を実行しました。
 今年の私の企画は、 葛原地区を主なフィール
ドとして、 通年で人を呼び込む企画をしたい
と思い、 頭を悩ませております。
 どこまでやれるかわかりませんが、 「まず、 やっ
てみる」 が大事なので、 チャレンジし続けます。

(3) 「津軽漆連」 の活動見学

(4) 田子町　DIY ワークショップ参加

　噂に聞いていた、 “津軽塗の若手職人 ・ 若
手事業家 ・ 作家を中心とした組織”。 会長さ
んを紹介していただき、 4 月の活動を覗かさ
せていただきました。
　今回は、 組織を作って 1 年たとうとしてい
るところで、 組織としての方針や決まり事を
決める会合でした。
　“津軽の文化としての漆文化の存続のために
何かしなければ” という危機感で集まった組
織のようですが、 雑談する余裕がありませんで
した。 組織として、 また各メンバーがどのような
活動をしているのかお聞きできませんでした。
　次回、 リトライしようと思います。

　田子の地域おこし協力隊 ・ 五十嵐氏が、 個
人の事業として借り上げた田子町の商店街
にある、 元呉服屋の店舗。 こちらをスポーツ
ジムやレンタルスペースに改造する計画。
　計画の過程で、「壁塗装を DIY ワークショッ
プにしてしまおう !!」 ということになり、 4
月 23 日の回に参加させていただきました。
　講師は、 株式会社ノザワ ( 八戸市） の塗装
職人さん。
　私も昨年からずっと、 岩木地区で空き家の
リノベーションワークショップをしたいと考え
ていたので、 何か
の参考になればと
想い、 参加いたし
ました。



◆◇　編集後記　◇◆

　最近、 ようやく年度が替わったと実感できるようになりました。
　冬が空け、 春過ぎてせわしなくなったことのほかに、 コロナがようやく落ち着きをみせ
始めたこと （むしろウィズ・コロナの生活様式に本格的に切り替わりつつあること、でしょ
うか？） から、 ヒトの動きも活発になってきたことが、 大きく影響しています。
　これから梅雨を経て夏に向かいますが、 免疫力を高めて病気に負けないカラダで臨み
ましょう！！

空き家

梅や柿などの果樹

　岩木地区内を歩いていると、 これからの季節、 放置された果実を
よく目にします。
　庭やリンゴ畑の隅に植えたんだけれど、 さまざまな理由で収穫さ
れず、 放置されている果実たち。
　一方で、 市街地に住んでいる方からは 「梅が手に入るなら、 梅干
しを漬けてみたい」 「庭に柿があるなら、 干し柿作りにチャレンジた
い」 という声を聴きます。
　そこで…、 その 2 者を結びつけるワークショップを企画したい
と考えています。

WANTED
探してます！

連絡先
岩木総合支所　総務課

　　　　　　地域おこし協力隊　辻村まで

Tel:　0172-82-1621
Mail:　har-tsujimura@city.hirosaki.lg.jp

　“手が回らなくて採りきれていない果実 （梅、 杏、 プルーン、
柿など） があって困っている方 “を探しています。
　果実を分けていただけたらな、 と。
　収穫物 ・ 加工物を何割かお返しする形で、 お礼したいと考えています。
　「提供してもいいよ！」 という方いらっしゃれば、 お声がけください。

　やってみたいことがあるので、 空き家物件を探しています。

　　　 ・ 部屋数多め （6 室以上）
　　　 ・ リノベーション ・ リフォーム OK
　　　 ・ 車庫 ( 倉庫 ) あると嬉しい
　　　 ・ 立地 ： 岩木地区の、 近隣に農地がある場所
　　　　　　※ 「足を延ばせば畑や里山に行ける」 立地
　　　　　　※バス停に出やすい場所であれば、 なお可
　　　 ・ その他条件等⇒相談させてください
　　　 ・ 賃料⇒相談させてください

　「管理している空き家はあるけど…」 「空き家の仲介、 よく頼まれるよ」 という方、 
ご連絡もらえると助かります。
　具体的に、 何をしようとしているのか、 ご説明に伺います！
※ “物件はないけど、 何やるつもりなのか気になる “という方も、 お声がけください。

“果実採りたい （隊）”

をつくりたい…


